地域志向型教育と連携し異世代コミュニケーション能力育成をはかる初年次教育の一事例 （報告） by 澤 達大
地域志向型教育と連携し異世代コミュニケーション
能力育成をはかる 初年次教育の一事例
澤 達 大
１．問題の所在
本報告は、総合社会学科における初年次
演習で、宇治市高齢者アカデミー生との交
流によるキャリア発達を促す授業実践の一
事例を紹介するものである。
本学で、文化人類学科と現代社会学科が
総合社会学科に統合され、１学科５コース
制が導入されてから６年が経過した。筆者
は２年目より初年次教育や高大接続教育の
コーディネーターとなり、その中で、従来
のプログラムを引き継ぎつつも、担当教員
からの声を基に改訂を加え、試行錯誤をし
ながらさまざまな取り組みを行ってきた。
主に実施した事項は、下記のとおりである。
〇入学前学習…対象生徒をAO・特別推
薦による入学者だけでなく全入学予定
者とし、実施時期を12月上旬から３月
中旬に変更。さらに、半日であったプ
ログラムを１日の実施として、グルー
プ活動を中心とした。昼食時の友人作
りとともに、転換教育として小論文作
成課題に取り組んでいる。
〇初年次演習…コースごとに任せられて
いたプログラムを５月上旬まで学科で
統一し、大学での学び基礎をすべての
学生が確実に実施し定着するために、
ブレインストーミングや図書館講習な
どを実施している。
ところでそのような取り組みの中で、筆
者が抱いた疑問は次の２つである。
①本学科のカリキュラムポリシーでは、
「問題発見や問題解決に向けた調査・
分析力、またコミュニケーション力や
情報発信・表現力などを養うため、少
人数クラスによる演習・実習等の実践
的な科目を設定する。」とある。しか
し、コミュニケーション力を育成する
ためのプログラムが、学生の間のみの
コミュニケーションに留まっていない
か。また、コミュニケーション能力を
育成すると言いながら、その力は中高
時代に培われたものに頼り、大学での
育成は自然に身につくものなのか。
②就職活動では異年齢の人と接すること
が多くなるため、インターンなどは重
要であるが、２年次生からの現場実践
科目等で現場の人といきなり会うので
良いのか。初年次教育でできることは
ないのか。
③初年次演習は、果たして本学の目指す
地域指向型教育にどの程度貢献してい
るか。
③について補足すると、本学は、2014（平
成26）年度から、文部科学省「地（知）の
拠点整備事業」（COC＝Center of Com-
munity事業）に採択された。この事業は、
大学が自治体と連携し、全学的に地域を志
向した教育・研究・社会貢献を進める大学
等を支援することで、課題解決に資する
様々な人材や情報・技術が集まる、地域コ
ミュニティの中核的存在としての大学の機
能強化を図ることを目的としたものである。
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さらに「地（知）の拠点大学による地方創
生推進事業」（COC＋事業）にも採択され、
地元自治体や企業等と協働して地域が求め
る人材養成のために必要な教育カリキュラ
ム改革に加え、全学的に地域を志向した教
育・研究・社会貢献を進めることが求めら
れるようになった。京都府南部地域（宇治
市以南）に本拠を置く唯一の大学として宇
治市、京都市伏見区と連携し、地域全体で
学生、教職員、地域住民が共に学び合うこ
とが求められてきている。全学共通科目と
して１年次後期に「地域入門」が新設され、
「地域インターンシップ」などの地域志向
型の科目には、毎年、多数の学生が応募し
ている状況である。（本学の場合、COC採
択前から現場実践を重視しており、フィー
ルドワークなどを通じて現場での調査やイ
ンタビューなどをする機会は多く、地域志
向型教育の素地は存在していたといえる。）
ところで多くの大学では現在、インター
ンなどの機会を通じて学生を企業等の社会
の現場に送り出している。しかし、前述の
②の疑問のように、その前提となる学生と
異なる年齢層の人々とのコミュニケーショ
ンスキルを育成するプログラムは、果たし
てどのくらいあるだろうか。
本学でも以前、フィールドワーク等での
インタビューを適切に行えるようにするた
め、対人コミュニケーション育成のための
プログラムが存在していたが、学生同士で
の質問や傾聴程度に留まっていた。また、
ボランティアやインターンで現場に出る前
に、それぞれの授業時に現場の方を呼ぶ機
会はあるものの、あくまでも直前の指導で
あり、内容も１対多数の学生であるため、
中高におけるゲストスピーカー招聘と同じ
であり、異世代間のコミュニケーションス
キルを磨くには足りないと思われる。
スマートフォンやSNSの普及により、
学生はインターネットを通じて同年代でも
気の合う限られた集団の中でしかコミュニ
ケーションをとらない傾向が見られる。ま
た、多くの大学等において、家族、友人な
どの対人関係に関する学生相談が増加して
いるのは、周知の事実である。さらに、家
族間ですらLINEで連絡をとることが増
えている現在、異世代間のコミュニケーシ
ョンの機会を大学が積極的に創り出すこと
は、学生の成長に有益と考えられる。
異世代間コミュニケーションの機会とし
て、宇治市高齢者アカデミー生との交流に
よる教育効果をねらいとして、本授業を実
践した。
２．学生の異世代間コミュニケーション
スキル育成の現状
授業実践にあたり、大学生のコミュニケ
ーションスキル育成の中で、異世代間、特
に大学生と社会人や高齢者との交流に関す
る先行研究について調査した。その結果、
次の①～③の傾向が見られた。
①学生との交流によって得られる効果につ
いて高齢者を中心に論じた研究
福田（2015）は、生命健康科学部学生と
地域の高齢者の双方における世代間交流や
生活支援のニーズを明らかにすることを目
的として調査している。学生が高齢者の住
宅へ訪問する交流であり、大学キャンパス
内での実践ではない。
②看護系や保育系、教育系などの目的養成
学部の大学生が高齢者と交流の実践
権 他（2018）は、保育者を目指す大学
生が地域での世代間交流活動を通してその
意義と課題を検討した。「笑話浪漫サロン」
での世代間交流活動が自らのコミュニケー
ション能力の高める機会として有意義な活
動になっていることを明らかにしている。
将来の職業に直結して、コミュニケーショ
ン能力を高める効果はあるものの、本学の
学生の実態にはやや離れている。
③体験的施設や行事、催しなどをきっかけ
にした異世代間交流の実践
桜井（2016）は、キャンパス敷地内で野
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菜と世代を超えたコミュニティを育てる畑
として「コミュニティ・ファーム」を運営
する実践で、学生の成長が見られることを
明らかにしている。非常に興味深い実践で
あるが、類似する異世代間交流の実践は数
多くあると考えられる。また、初年次の学
生全員が経験するプログラムではないため、
教育効果は参加する一部の学生に限られる
ものとなっている。
以上の結果、学科全員の学生に初年次教
育の一環として高齢者との交流を少人数の
形でとることは、先行事例がほとんどない
であったことが明らかになった。その意味
でも今回の実践は先行的、さらに挑戦的な
取り組みといえよう。
初年次教育の在り方に関する先行研究と
して、豊田（2016）の報告は注目したい。
それによると、初年次教育は、大学のユニ
バーサル化に伴う「学力が低い、学ぶ意
欲・動機の弱い学生」の増加に対応したも
のであり、入学当初に新たな教育機会を提
供し、その後の教育効果が高まる下地を作
ることであるとしている。その中で、「読
解・文献購読の方法」「ノートの取り方」
という知識・スキル習得型の内容のものは、
マイナスの成果を誘発している可能性があ
り、反対に成果につながっているものとし
て、「大学教育全般に対する動機づけ」と
「市民としての自覚・責任感・倫理観の醸
成」を挙げている。本プログラムは成果に
つながる「良質な経験」とも捉えることが
できる。
大学生による異質な相手との対人関係形
成に関する研究として興味深いのは、田
中・高濱（2012）による研究である。学生
が高齢者等の異質な相手との対人関係形成
にどれほど困難を感じ、その原因認知をど
うとらえているかについてまとめている。
それによると、学生は高齢者等に対し、無
関心や拒否ではなく、話しかけるきっかけ
がつかめなかったり、話し方がわからなか
ったりして、うまく話せるか不安に思うた
めに、交流が滞っているとしている。学生
は高齢者との交流が嫌というわけでなく、
心の中では関心を持ちながらも、受け入れ
られないことを心配し、何をどうやったら
いいかわからず、具体的な交流には踏み出
せない状態にある。さらに学生は、高齢者
の話の長さを警戒するなど高齢者のステレ
オタイプ的な特徴をあげて困難を予測して
いるが、交流スキルを知りたいとも答えて
いることを明らかにした。このことからも
世代間ソーシャルスキルの必要性と、大学
がその機会をつくることが重要と思われる。
３．宇治市高齢者アカデミーとの連携
(１）高齢者アカデミー事業の概要
ここで、宇治市高齢者アカデミー事業に
ついて簡単に説明しておきたい。本事業は、
本学と宇治市が連携し、地域社会に貢献す
る人材養成を目的に、2013（平成25）年９
月より開講しているものである。生涯学習
の一環として、宇治市在住の65歳以上の高
齢者を対象に、学習機会を提供している。
それにより高齢者の社会参加、生きがいづ
くりに寄与している。
アカデミーは、秋学期入学の２年制であ
り、①週１回の科目履修、②月１回程度の
グループワーク（アカデミーアワー）を行
っている。①は、現役学生（短大を含む）
と一緒に専門的な科目として、４つの科目
群「生きる・暮らし」「国際・教養」「社
会・経済」「心理・福祉」（約130科目）か
ら、１学期１科目を選択して履修している。
また②では、月１回のアカデミーアワーと
称し、自主企画や特別講義、グループワー
クなどが行われている。
筆者は2017年度入学の５期生の担任とな
り、高齢者アカデミーとの関わりを深く持
つようになった。その中で、もっと学生と
話をしたいという希望を持つアカデミー生
が多いことに気づいた。開設科目には、グ
ループワーク等のいわゆるアクティブ・ラ
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ーニングを積極的に行う授業や、最終授業
で学生と懇談の場面を設ける授業などがあ
る。そのような授業を履修した場合は学生
と話す機会があるものの、多くの場合は懇
談の機会に恵まれないとの声が多かった。
そのような受講生の声を生かすことも、こ
の取組みの目的の１つである。
(２）学生との懇談会 授業実践の流れ
具体的な授業実践は、下記のとおりである。
［手続き］
＊学科会での企画承認
＊高齢者アカデミー生へ募集案内
（定員を上回ったため、人数を微調整）
［授業］ 「初年次演習」第３╱４回
※クラスを半分に分け、図書館講習と同
時進行により実施。
（図書館講習は図書館職員とSAの学
生が担当）
＜導入 10分＞諸注意・アカデミー生紹
介
図１ アカデミー生への懇談会依頼書
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＜懇談 50分＞４～８名程度の懇談
内容：テーマを設けずフリートークで
実施
＜まとめ 10分＞グループ懇談の紹介
＜振り返り 10分＞移動・シートの記入
今回は内容をフリートークとしたが、春
学期の振り返りアンケート調査では、次の
ようなことをテーマにしたという報告があ
った。
＊海外での活躍と語学について
＊これまでの経験（職業等）
＊大学生活の激励（学び・友人・思いや
り・忍耐・英語力等）
＊経験の重要性、若い頃しかできないこ
と
＊自分の若い頃（高度経済成長期の日
本）
＊「TEFCAS思考法」と幸せの４つの
因子（やってみよう・ありがとう・何
とかなる・私らしく）をみんなで考え
た
＊高齢者アカデミーで選択した科目
＊人手不足の時代に生き残るために
＊社会人になってからの心構え
＊年老いるまでの体力維持方法
アカデミー生の中には、海外赴任や人事
担当等で活躍していた方もおり、学生たち
にとって非常に刺激のある話もあったのは
いうまでもない。
５．授業実践の考察と今後の課題
授業後の学生への振り返りシートや、ア
カデミー生の事後アンケートの結果を精査
すると、学生とアカデミー生の双方が、今
回の企画に「概ね満足」している状況が見
られた。
ただしアカデミー生に「懇談会後に学生
と話す機会があったか」という質問につい
ては「ない」という回答が多く、この懇談
会はやや一過性のものであったことは否め
ない。
図２の振り返りシート内にあるルーブリ
ックでは、ほとんどの学生が４または３を
付けているため、数値的な評価に関するデ
ータの有効性がないと判断し、本稿では掲
載しない。一方で振り返りシート内に書か
れた５名の感想は、懇談会で得たものが多
かったことを物語るものと考えられるので、
ここで紹介したい。
学生A：なかなか年齢の離れた方と話を
するという機会がないのでとても聞いて
いて楽しかったです。今までどういう風
に過ごされていたのかという話を聞き、
目的を持つことは大切だと感じました。
目的があるから挑戦することができるの
ではないかと話を聞いていて思いました。
また、「若い人には皆、挑戦心があると
思っているかもしれないが、意外と保守
的だったり年をとっても挑戦的だったり
する」ということを聞き、見た目ではわ
からないと、また面白いと思いました。
学生B：私たちが質問したことも親身に答
えてくださり、本当にうれしかったです。
大学でのアドバイスもいただくことがで
きました。ぼーっとする時間をなるべく
減らし、興味があることはすぐ行動して
みることが大切だと教えていただきまし
た。アメリカに行っていたときの話も面
白かったです。
写真１ 懇談会当日のようす
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学生C：他の授業でアカデミー生の方をよ
く見ていて、話してみたいなと思ってい
たので、今日の授業はとても楽しみにし
ていました。「お金はモノを買うためで
はなく自分を高めていくために使う」と
いう言葉が印象に残りました。また、何
度も学校を卒業していると聞いて、時間
があるといっても意欲があってからこそ
できることだなあと思いました。私も自
分を高めるためにお金を使おうと思いま
した。
学生D：話を聞き、人付き合いというのは
非常に大切だと思った。人との関係を続
けなくても生活に支障はないが、やはり
続けられる人と続けられない人とでは違
いが出るとおっしゃっていたので、将来
大人になっても仲良くいられるような関
係を作っていきたいと思った。あとこう
いう話を聞くと久々に地元の友達にも会
いたくなった。
学生E：祖父母がおらず、普段、高齢者の
方と話す機会がないため、この授業は大
変貴重な経験になった。なかなか友人と
呼べる人ができず悩んでいることを相談
したところ、「無理に作ろうとせず気が
合う人と長く付き合いなさい」という言
葉をいただき、もう少し根気強く頑張っ
てみようと感じた。今やっていることが
どれだけ将来につながるかを教えていた
だいたので、今後の大学生活に役立てよ
うと思う。
筆者が今回の実践を総括すると、高齢者
と学生の接点をもつ企画としては良かった
図２ 学生の振り返りシート
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が、効果については計測不可能な状況と考
えられた。それは、この授業があくまでも
即効性のある効果は求めてないからである。
数年後になるか数十年後になるかは不明で
あるが、いずれにせよ高齢者アカデミー生
という人生の先輩の言葉が身にしみてわか
る時がくることを願っている。
今回の実践では、担任教員との面談の空
き時間の有効活用という目的もあったため、
時期的には入学したての学生で時期尚早で
あったかもしれない。時期的には前期の終
わり頃の実施も検討し、学生の動機づけも
充実させる必要があると思われる。ただし、
４月下旬に実施した理由は、学生全員がま
だ「大学生かぶれ」せずに話を聞ける状況
にあると判断したからで、今後の検討材料
ともいえる。
一方で、発表者が教室で全クラスを観察
する中では、コースごとに成果の差が見ら
れた。特に「観光・地域デザイン」「メデ
ィア・社会心理」コースは、懇談時の積極
性や充実ぶりが見られたが、コースによっ
ては、懇談に集中力を欠く学生が多い傾向
が目立った。この仮説として、どちらかと
いえば職業選択を先延ばしして進学し、目
的意識や学習意欲がやや低い学生がコース
によっては集まる傾向があると考えられる。
この点は本学科の抱える課題の一つといえ
よう。
注
本稿は、澤達大（2018）「地域指向型教育の中
の初年次教育の一事例―京都文教大学総合社会
学部における初年次教育実践報告―」（初年次
教育学会第11回大会発表要旨集,pp.154-155.）
を一部加筆・修正したものである。なお、2018
年度に酪農学園大学で開催された「初年次教育
学会第11回大会」は、９月６日未明に発生した
平成30年北海道胆振東部地震により第２日が中
止となったため、発表予定の内容を掲載した。
末筆となりますが、この度の地震により亡くな
られた方々に、心よりお悔やみ申しあげますと
ともに被災された方々に心よりお見舞い申し上
げます。
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